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令和４年度社会福祉法人三宅町社会福祉協議会 

事業報告 

 

【総務・地域福祉課】 
 

 総務・地域福祉課では、近年のライフスタイルの多様化、生活環境の変化、地域のつながりの希

薄化などの社会情勢に対し、「誰もが安心に暮らせるまちづくり」を目指し、住民主体の理念に基

づき、住民のニーズを聞きながら、住民やボランティア、各種団体・事業所等との連携を図り、事

業展開してまいりました。 

事業の実施は令和２年度から令和６年度を期間とした「三宅町地域福祉活動計画」の重点項目、

①ボランティアセンターの充実②居場所づくり③相談機能の充実④災害対策に沿って行い、新型コ

ロナウイルス感染拡大の影響下ではありましたが、人と人とのつながりの再構築を目指し、各事業

を実施しました。 

（単位：千円） 

実   施   事   業 予算額 決算額 

Ⅰ．ボランティアセンターの充実 

１．ボランティア人材育成事業 

（１）ボランティア活動者の育成強化 

ボランティア活動情報の収集や発信を強化するとともに、新規ボランテ

ィアの掘り起こしを促進する事業を展開しました。 

   

【実施内容】 

① ボランティア登録件数（令和５年３月末時点） 

 ○ボランティア登録者数・・・２４９名（前年度：２５５名） 

 ○ボランティア登録団体・・・２９団体（前年度：２８団体） 

 ○三宅町ボランティア連絡協議会加入団体 

・・・２４団体（前年度：２３団体） 

② ボランティア保険加入者数・・・２４２名／１９団体 

               （前年度：２０５名／１９団体） 

③ ボランティア講座の実施（令和５年１月２１日） 

【内容】○講習「身近な支え合いについて一緒に考えてみませんか」 

    ○実践報告（みやけまちづくりの会・石見老人クラブ福寿会） 

    ○参加者意見交換会 

【参加】 ３５名／１６団体 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

④ 社協によるボランティアメニュー 

 ○畑ボランティア・・・３名登録（前年度：４名） 

 ○ふれあい食堂・・・４７名／９団体（前年度：５６名／７団体） 

⑤ ホームページや社協だよりを通して、町内のボランティアの紹介や 

情報を発信 

⑥ ふれあい食堂や災害ボランティア、ふんわりサロン等、住民が参加し

やすいボランティア活動の提案や協力者募集 

 

（２）ボランティア団体の活動支援及び助成 

国や県、財団などの助成金の情報を発信し、活用に対する支援を行うと

ともに、赤い羽根共同募金の助成金を活用し、ボランティア団体に対して

ボランティア活動に対する助成を行いました。 

 

【実施内容】 

① ボランティア活動団体助成 

○助成額：１６６，２００円（昨年度：４９，２００円） 

○助成団体：６団体（前年度：２団体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ．居場所づくり 

１．ふれあい食堂の開催 

  地域のつながりの再構築、食の支援、生きがいづくりを目的として、あざさ

ふれあい食堂を開催しました。 

 

【実施内容】 

① 令和４年９月３日（土） 

町内の小学生以下の子どもたちとその保護者へカレーライスの無料配 

布を実施。 

 ○配布数：８７名（前年度：９１名） 

 ○ボランティア数：２１名（前年度：２４名） 

 ○寄付数：２件（前年度：６件） 

② 令和５年３月２５日（土） 

町内在住者に対するちらし寿司の無料配布  

 ○配布数：２１５名（前年度：１２３名） 

 ○ボランティア数２５名（前年度：２８名） 

 ○寄付数：５件（前年度：１３件） 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

２．子どもの「心と学び」サポート事業「ここあ（ＣОＣОＡ）」の実施 

  生活困窮者支援事業の一環として、子どものホッとできる居場所づくりと学

習支援を一体的に実施しました。 

 

【実施内容】 

   ○開催：計２１回（毎月第１・３金曜日の１５時～１７時） 

       ※８月は夏休みのため１回、４月と２月は家庭の事業のため欠席 

   ○参加：児童延べ２１名。協力者延べ６０名 

   ○運営に関する会議など開催：５回 

       ・４月２２日  令和３年度運営会議 

・１２月２１日 新規対象児童の選定会議 

・２月１日   中学生利用のための事業説明 

・３月３日   スタッフ会議 

・３月３１日  令和４年度運営会議  

 

３．健康づくり事業 

  町内在住の方等の健康づくりと、ふれあい・交流の場として、フィットネス

ジム「みやけフィットネス オアシス」を運営しました。 

 

【実施内容】 

   ○運営日：毎週火～金曜日の１０時～２１時 

土日祝の１０時～２０時 

   ○定休日：毎週月曜日と第３火曜日 

年末年始（１２月２９日～１月３日） 

   ○会 員：８８名（町内５８名／町外３０名）  

１日平均利用者数４６名（町内６３％・町外３７％）    

〔前年度：６０名（町内３３名／町外２７名）  

※令和３年度：１日平均利用者数４５名〕 

 

 

 

 

 

Ⅲ．相談機能の充実 

１．生活福祉資金貸付事業 

  低所得者、障害者又は高齢者に対し、必要な相談や貸付を行うことにより、

経済的自立及び生活意欲の助長と在宅福祉及び社会参加の促進を図りました。 

  また、令和２年度から４年度に実施した、新型コロナウイルス感染拡大によ

る生活福祉資金特例貸付の借受人に対する生活相談や償還の相談に対応しまし

た。 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

【実施内容】 

① 生活福祉資金貸付事業 

申請事務２件（前年度：２件） 

② 生活福祉資金特例貸付事業（※令和４年９月末で受付終了） 

申請事務１６件（前年度：７６件） 

 

２．フードレスキュー事業 

  喫緊の生活に困窮している相談者に対し、食糧支援を一時的に行い、安定し

た相談活動に繋げました。 

 

【実施内容】 

   ○件数：１０件／７世帯（前年度：４件／３世帯） 

    

３．日常生活自立支援事業 

認知症や知的障害及び精神障害などにより、判断能力や自己決定能力に何ら

かの課題があり、日常生活を営むのに支障のある者に対し、福祉サービスの利

用に関する相談や、適切なサービスの利用のための援助を一体的に行いました。 

 

【実施内容】 

   ○利用者数：６件（前年度：４件）  

   ○新規契約件数：４件（前年度：１件） 

   ○解約件数：２件（前年度：１件） 

   ○支援回数：延べ６５回 

 

４．三宅町生活支援コーディネーター業務 

  高齢者等誰もが住み慣れたまちで暮らしていくことが出来るよう、地域で生

活する上での困りごとの把握や、地域の課題解決に必要な仕組みについて、地

域住民や関係団体と協議の場を持ち、一緒に考え、創出していけるように、話

し合いを行いました。 

 

【実施内容】 

 ○相談・調整件数：１０回 

○会議などへの参加：２３回 

 ○活動団体への訪問：１３回 

 ○集いの場への訪問相談の実施：４回 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

５．総合相談事業 

  住民の方のよろず相談として窓口や電話対応、訪問などにより総合的な相談

対応を行いました。 

また、誰もが気軽に相談が出来る場所として、人権擁護委員・行政相談委員

による心配ごと相談会を月１回開催しました。 

 

【実施内容】 

① 総合相談：５７１件 

○相談件数 

・生活困窮関係：１０９件 

・権利擁護関係：１４８件 

・ボランティア関係：１１９件 

・福祉関係団体関係：４６件 

・福祉機器・車両貸出関係：５５件 

・あざさ苑関係：２２件 

・その他：７２件 

② 心配ごと相談（人権相談・行政相談） 

○実施回数：１２回（毎月１回・第３木曜日） 

    ○相談件数：２回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．災害対策 

１．災害対策実施事業 

  大規模災害が発生し、町民等が被災された際に、迅速かつ効果的に支援や活

動が行えるよう、平素から協力者を募り登録研修や訓練を実施しました。 

  また、行政や地域住民・団体、福祉事業所などとの連携体制の強化を図り、

協働しました。 

 

【実施内容】 

① 災害ボランティア登録研修の実施 

○日時：令和４年７月２９日（金） 

○参加人数：１８名 

○登録者数：個人９名と２団体（３８名） 延べ４７名 

② 災害ボランティアセンター体験訓練 

○日時：令和４年１２月１４日（水） 

○参加人数：１８名（参加定員２０名） 

センターの体験と訓練に対する意見交換。 

 

 

 

25 

 

 

120 



－ 6 － 

 

実   施   事   業 予算額 決算額 

 

③ 町行政や橿原青年会議所との連携・協議 

○令和４年１１月１３日（日） 

三宅町総合防災訓練にて、災害ボランティアセンターの理解を 

深める講演を奈良県社会福祉協議会総合ボランティアセンター 

協力のもと実施。 

      ○令和４年１２月１４日（水） 

        三宅町役場総務課・橿原青年会議所と災害に対する連携・協力 

についての協議を実施。 

 

  

Ⅴ．地域福祉事業 

１．広報紙「社協だより」発行事業 

  ２か月に１回、三宅町の広報誌「みやけ」に、本会が発行するボランティア・

福祉の情報紙「社協だより」を折り込み、情報発信を行いました。 

 

【実施内容】 

  ○実施回数：６回 

（５月・７月・９月・１１月・１月・３月） 

 

２．善意銀行により寄付の受付 

  地域福祉の向上のため、住民の皆様のご支援による寄付を受け付けました。 

 

【実施内容】 

  ○寄付金：計１４０，０００円／３件 

   ○寄付物品：５件（米３０ｋｇ、ハンカチ、靴下、電気ポット等） 

 

３．小地域ネットワーク活動推進事業 

  「誰もが住みやすいまちづくり」を推進するため、町内の自治会域における「住民相

互の支え合い・助け合う関係づくり」として、活動団体を募集・指定し、その活動支援と

助成を行いました。 

  

【実施内容】 

①小地域ネットワーク活動団体助成 

○助成額：１９５，０００円（前年度：１９５，０００） 

○助成団体：５団体（石見・伴堂・東屏風・上但馬・但馬地区） 

（前年度：５団体） 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

４．三宅町共同募金委員会の運営 

 （１）三宅町共同募金委員会の運営 

「じぶんの町を良くするしくみ」として展開されている赤い羽根共同募金運

動について、共同募金による寄付金を適切に運用するため、会の運営、募金

計画の立案、配分審査などを行いました。 

 

【実施内容】 

① 運営委員会の開催（第１回：令和４年６月８日） 

② 審査委員会の開催（第１回：令和４年６月２９日） 

（第２回：令和５年２月２７日） 

（２）赤い羽根共同募金運動の実施 

「じぶんの町を良くするしくみ」として展開されている赤い羽根共同募金運

動について、町内における募金活動を、民生児童委員協議会と協働にて実施

しました。 

 

【実施内容】 

① 街頭募金の実施（令和４年１０月３日（月）） 

      近鉄石見駅・但馬駅前における募金活動を、 

地区民生委員の協力のもと実施。 

② 戸別募金の実施（令和４年１０月５日（水）） 

 自治会長会にて戸別募金の説明と募金協力の依頼。 

③ 職域募金の実施（令和４年１０月５日（水）） 

 三宅町役場・MiiMo・教育委員会・幼児園・ 

あざさ苑・Mottoおたがいさんmiyake・ 

三宅町役場分庁舎の計７か所にて実施。 

④ 法人募金の実施（令和４年１１月～１２月） 

町内企業４２件を地区民生委員の協力のもと訪問。 

⑤ 学校募金の実施（令和４年１２月１３日・１４日） 

 式下中学校にて生徒会役員生徒の協力のもと実施。 

⑥ 募金箱の設置（令和４年１０月～１２月） 

あざさ苑内３か所、三宅町住民福祉課、議会事務局、MiiMo、幼児園、 

三宅郵便局、但馬簡易郵便局、奈良県農業協同組合三宅出張所、 

三宅町体育館等、まつおかクリニック三宅分院、石見公民館、 

商工会の計１４か所に依頼 

⑦ 募金協力型自動販売機の常設設置 

あざさ苑内２か所、三宅町役場、おかげ会館、体育館、森鍼灸院の 

計６か所に設置 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

５．福祉関係団体の支援 

 （１）運営事務局 

① 三宅町老人クラブ連合会 

 ○会議：１５回 

・３役会議：１０回（５月・２月を除く月１回） 

・役 員 会：５回（４月・７月・１０月・１月・３月） 

 ○研修会：令和５年３月１６日（木） 

      健康づくり活動研修会「楽しく笑ってフレイル予防」 

② 三宅町遺族会 

○早朝参拝：令和４年８月１５日（月） 

③ 三宅町ボランティア連絡協議会 

 ○役員会：令和４年４月２７日（水） 

 ○総 会：令和４年６月５日（日） 

④ 日本赤十字社奈良県支部三宅町分区 

 ○町内法人募金回り： 

⑤ 磯城郡社会福祉協議会 

 ○役員会：令和４年７月１２日（火） 

 ○磯城郡社会福祉功労者表彰式：令和４年１０月１９日（水） 

 （２）運営協力団体 

① 磯城郡老人クラブ連合会 

 ○役員会：令和４年６月１３日（月）・８月３１日（水） 

 ○グラウンドゴルフ大会：令和４年１１月２９日（火） 

 ○一日大学：令和４年１１月２５日（金） 

② 磯城郡自立支援協議会 

○会議：１８回 

（運営委員会４回・イベント部会４回・未来づくり委員会１０回） 

 

６．安全・安心なまちづくり事業 

  三宅小学校の新１年生に対し、児童の登下校時や日頃からの防犯に対する意

識を持ってもらい、また家庭や地域における防犯意識の向上を目的として防犯

ブザーを配布しました。 

 

【実施内容】 

① 三宅小学校にて防犯ブザー贈呈式の実施 

○日時：令和５年３月２８日（火） 

     ○個数：４１個（新１年生３６名＋予備） 

     ○協力：三宅町民生児童委員協議会 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

７．福祉出前講座・福祉教育に関する事業 

  地域住民や教育機関、福祉関係団体などからの要請に応じ、福祉教育に関す

る講座等を実施しました。 

 

 【実施内容】 

① 車いす体験講座の実施 

○日時：令和４年７月６日（水） 

○対象：式下中学校１年生（１０７名） 

 

８．福祉機器等貸出事業 

  本会が所有する機器や備品の貸出を、ボランティア活動者や要介護状態にあ

る者などに貸出を行いました。 

 

 【実施内容】 

○件数：６４件（前年度：４８件） 

車いす（２７回）、非接触体温計（２回）、アクリルパーテーション（１回）、 

カセットデッキ（１回）、レクリエーション器具（２８回）、 

集会テント（１回）、ガス調理用鉄板一式（１回）、その他（３回）    

 

９．福祉車両貸出事業 

  福祉車両を貸与することにより、地域住民や要支援高齢者、障害者等が互い

に交流し、社会参加を目的とした地域福祉活動の促進を行いました。 

 

【実施内容】 

○件数：２回（前年度：０回） 

 

１０．受託事業の実施 

 （１）三宅町保健福祉施設「あざさ苑」の指定管理業務 

    保健センター機能、老人福祉センター機能、福祉活動などの拠点等、様々 

な機能を兼ねている「あざさ苑」の管理業務を行い、来苑者に安全・安心 

な利用をしていただくとともに、住民の憩いの場や、ボランティアなどの 

活動者の拠点、健康づくりの場所としての役割を発揮できるように運営し 

ました。 

 

【実施内容】 

① あざさ苑の保全・受付等管理業務 

② 三宅町デイサービスセンター（業務委託）の運営管理業務 
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実   施   事   業 予算額 決算額 

 

（２）障害者文化交流事業 

    三宅町在住の障害者手帳を持っておられる方 

に対して、生け花教室を実施しました。 

 

【実施内容】 

回 数：１０回（４月と８月を除く月１回） 

参加者：６名（昨年度：６名） 

協 力：ガイドヘルパー（５名）及び運転ボランティア（２名と１団体） 

 

（３）生活支援サービス事業（新型コロナ感染症対策） 

    新型コロナウイルスに感染した町内在住者の買い物代行サービスを実施 

しました。 

 

【実施内容】 

○回数：４件／（昨年度：０件） 

 

（４）大学生・専門学生等学費貸付事業（新型コロナ感染症対策） 

    新型コロナウイルスにより在学が困難な学生に対して行った貸し付けに 

対する償還管理業務を実施しました。 

 

【実施内容】 

○貸付件数：２件（令和２年度に貸付済み） 

○貸付金額：９００，０００円（２件総額） 

○償還金額：４９６，０００円（令和４年度中に償還された額） 

         ※１件は一括返済にて償還完了 

 

１１．研修会などの参加 

  職員の質の向上及び住民支援の質の向上のため、各種研修に参加しました。 

 

 【実施内容】 

   ○参加回数：３６回 

      ・職員スキル関係（４回）   ・法人運営関係（２回） 

      ・地域福祉事業関係（４回）  ・権利擁護事業関係（６回）   

      ・福祉資金事業関係（１回）  ・ボランティア関係（２回） 

      ・生活支援コーディネーター関係（４回） 

      ・災害支援関係（１２回） 

      ・その他研修・・・１回（安全運転管理者講習） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


